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４
月
16
日
、
大
釜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
5
年
度
大
釜
南
自

治
会
総
会
が
、
来
賓
3
名
を
含
む
69
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
２
時
の
開
会
に
先
立
ち
、
令
和
4
年

度
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
物
故
者
の
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
総
会
開
会
と
な
り
、
田
沼
一
男

会
長
の
挨
拶
の
後
、
会
員
の
平
賀
逸
美
さ
ん

を
議
長
に
選
出
し
て
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

令
和
4
年
度
の
事
業
及
び
活
動
報
告
、
収

入
支
出
決
算
書
の
承
認
、
剰
余
金
処
分
（
案
）

令
和
5
年
度
自
治
会
費
額
及
び
企
業
協
力

金
の
決
定
並
び
に
収
納
（
案
）
、
令
和
5
年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
入
支
出
予
算
書

（
案
）、
育
成
会
選
出
自
治
会
役
員
変
更
の
承

認
な
ど
、
7
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
か
ら
の
7
議
案
の
説
明
に
対
し
、 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通

り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

尚
、
決
定
さ
れ
た
総
会
議
案
書
は
、
5
月

1
日
付
け
の
回
覧
時
に
、
会
員
全
世
帯
配
布

で
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
高
覧
と 

ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
来
賓

と
し
て
武
田
哲
滝
沢
市
長
と
古
舘
大
釜
駐
在

所
長
、
佐
々
木
篠
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
迎

え
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

武
田
市
長
は
挨
拶
の
中
で
「
地
域
で
生
活
し

て
行
く
に
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
は
も
と
よ

り
、
最
近
進
ん
で
い
る
近
隣
づ
き
あ
い
の
希
薄

化
防
止
の
た
め
に
は
、
「
近
助
」
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
お
話
を
さ
れ
「
向
こ
う
三

軒
両
隣
、
ま
ず
は
、
班
内
で
の
親
睦
や
助
け
合

い
、
見
守
り
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
益
々
自
治
会
活
動
が
重
要
に
な

っ
て
い
き
ま
す
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。 

古
舘
大
釜
駐
在
所
長
は
、
ま
ず
は
、
本
年
度

も
大
釜
駐
在
所
に
残
る
事
が
出
来
ま
し
た
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と
挨
拶
さ
れ
、

管
内
の
事
件
・
事
故
な
ど
の
状
況
報
告
を
し
な

が
ら
、
子
供
た
ち
の
見
守
り
活
動
へ
の
協
力
願

い
等
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
総
会
開
催 

 

 

写
真
左 

総
会
に
出
席
し
た
会
員
の
皆
さ
ん 

 

写
真
左
上 

総
会
の
挨
拶
を
さ
れ
る
田
沼
自
治
会
長 

写
真
左
下 

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
る
武
田
哲
滝
沢
市
長 

 

佐
々
木
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、
今
年
度
篠
木
小
学

校
が
創
立
150
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念

式
典
及
び
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。 

つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
で
学
校
関
係
の

古
い
写
真
な
ど
お
持
ち
の
方
は
、
記
念
誌
に
載

せ
た
い
の
で
、
ご
提
供
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
、
と
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
年
の
活
動
を
表
彰 

総
会
議
案
の
全
議
案
可
決
を
受
け
、
大
釜

南
自
治
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
３
期
６
年

以
上
役
員
を
務
め
た
1
人
の
方
に
田
沼
会
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
方
の
お
名
前
で
す
。 

髙
橋
直
子 

様
（
交
通
安
全
部
役
員
6
年
） 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
も
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
自
治
会
運

営
・
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
（
自
治
会
運
営
規
約
・
規
程
は
総
会
議
案

書
に
全
て
載
っ
て
い
ま
す
。） 

写真上 田沼会長から表彰状を手渡

される髙橋直子さん 
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新
入
学
児
童
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
4

月
6
日
～
14
日
ま
で
、
旧
中
村
歯
科
前
交
差
点
に

於
い
て
、
新
入
学
期
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
作
戦
を

展
開
し
、
児
童
の
登
校
時
見
守
り
活
動
を
行
い
ま

し
た
。（
写
真
下
） 

黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ 

り
上
級
生
と
一
緒
に 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い 

い
ま
す
」
の
挨
拶
で 

ほ
っ
こ
り
し
た
気
持 

ち
に
な
り
ま
し
た
。 

交
通
安
全
部
よ
り 

行
事
予
定
（
5
月
15
日
～
7
月
） 

○
５
月
18
日
（
木
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
元
気
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

輪
投
げ
・
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
） 

○
6
月
4
日
（
日
）
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
午
前
六
時
） 

○
6
月
6
日
（
火
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
百
歳
体
操
・
茶
会
） 

○
6
月
11
日
（
日
）
第
36
回
滝
沢
市
民
体
育
祭 

○
6
月
21
日
（
水
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
介
護
予
防
教
室
） 

○
6
月
27
日
（
火
）
〃
（
い
き
い
き
百
歳
体
操
・
茶
会
） 

○
7
月
7
日
（
金
）
〃
（
縄
文
土
器
作
り
と
八
幡
館
山
遺
跡

の
お
話
） 

○
7
月
14
日
（
金
）
〃
（
タ
オ
ル
・
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ
体
操
） 

○
7
月
25
日
（
火
）
〃
（
い
き
い
き
百
歳
体
操
・
茶
会
） 

※
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
午
後
一
時
半
か
ら
コ
ミ
セ
ン
で
開
催 

詳
し
く
は
総
務
部
に
問
合
せ
か
広
報
や
回
覧
で
ご
確
認
を
！ 

 

あ
と
が
き 

自
治
会
管
内
で
の
話
題
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
広
報
担
当
者 

連
絡
先 

 

武
田
修
ま
で 

 

令
和
5
年
度
第
１
回
班
長
連
絡
会
議
開
催 

4
月
16
日
、
自
治
会
総
会
終
了
後
に
引
き

続
き
、
今
年
度
新
し
く
班
長
を
担
っ
て
い
た

だ
く
方
々
51
名
中
29
名
が
出
席
し
て
、
第
１

回
班
長
連
絡
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
班
長
さ
ん
の
役
割
に
つ
い
て
、

滝
沢
市
の
広
報
の
配
布
と
お
知
ら
せ
文
書
の

回
覧
や
各
種
共
同
募
金
の
取
り
纏
め
な
ど
に

つ
い
て
総
務
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

自
治
会
か
ら
は
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
、
事

業
計
画
に
基
づ
く
行
事
開
催
予
定
の
説
明
と

開
催
時
で
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
機
会
を
と
ら
え
な
が

ら
、
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、「
自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
に

対
す
る
役
員
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
」
の
取

り
組
み
状
況
等
を
班
長
さ
ん
方
に
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
今

年
度
中
に
各
地
区
か
ら
、
世
帯
数
に
応
じ
た

役
員
数
を
選
出
（
順
番
制
等
で
）
す
る
方
法

を
取
り
入
れ
る
」
こ
と
で
了
承
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
の
予
定
と
し
て
、
8
月
頃
臨
時

総
会
を
開
催
し
て
「
自
治
会
規
約
の
一
部
改

正
等
」
を
会
員
の
皆
様
に
お
諮
り
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
持
続
可
能

な
自
治
会
運
営
が
出
来
る
よ
う
に
、
次
回
の

班
長
連
絡
会
議
開
催
ま
で
に
選
任
方
法
に
つ

い
て
、
詳
細
を
詰
め
て
ご
説
明
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

総
務
部
よ
り 

総
務
部
よ
り 

き
百
歳
体
操
」
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
浅
沼
節
子

運
営
委
員
と
友
人
の
蝦
名
（
え
び
な
）
さ
ん
の
2

人
に
よ
る
、
本
格
的
な
お
茶
会
を
、
茶
菓
子
付
で
、

参
加
し
た
皆
で
堪
能
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

第
１
回
介
護
予
防
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

４
月
21
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
、
令
和
5
年
度
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の 

 
 

第
1
回
介
護
予
防
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
滝
沢
市
の
保
健
師
等
に
よ
る

血
圧
測
定
や
健
康
相
談
な
ど
の
他
、
今
年
の

健
康
づ
く
り
の
目
標
に
つ
い
て
、
指
導
を
受

け
な
が
ら
健
康
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
一
年
間

自
己
管
理
を
し
て
行
く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

保
健
福
祉
部
よ
り 

 

写
真
左 

介
護
予
防
教
室
の
資
料
と
血
圧
測
定
風
景 

 

写真上 班長連絡会議で自治会役員選任方法の取り組み状況を説明する竹鼻則雄副会長（左）と参加した班長の皆さん（右） 

令
和
4
年
度
最
後
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催 

 

3
月
14
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

4
年
度
最
後
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ 

髙
橋
美
貴
子
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
で
「
い
き
い 

 

 

写
真
上 

ウ
エ
イ
ト
を
腕
に
巻
き
付

け
て
体
操
す
る
参
加
者
と
抹
茶
を
立

て
る
浅
沼
さ
ん
と
蝦
名
さ
ん
（
右
） 

保
健
福
祉
部
よ
り 

 


